
平成２２年度行政評価委員会 議事要旨 

 

会 議 名 平成２２年度行政評価委員会第一分科会第１回 

開 催 日 時 平成２２年７月２９日（木）  午後１時から午後３時まで 

開 催 場 所  飾区職員人材育成センター ４階 第一研修室 

出 席 者 【委員７人】 

大石分科会長、唐松委員、倉田委員、黒崎委員、小林（亜）委員、小林

（葉）委員、丸山委員 

【区側７人】 

政策経営部長、経営管理課長、庶務課長、地域教育課長、生涯学習課長、

事務局職員２人 

次 第 １ 開会 

２ 前回議事要旨の確認 

３ 施策選定理由の確認 

４ 事務事業及び施策の概要説明 

５ 視察場所の選定 

６ その他 

７ 閉会 

配 布 資 料 １ 「平成２２年度行政評価委員会 議事要旨」 

２ 「事務事業参考資料一覧」 

会 議 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 前回議事要旨の確認 

３ 施策選定理由の確認 

  評価施策を選定した理由を確認した。 

４ 事務事業及び施策の概要説明 

  評価対象施策「家庭や地域との連携」と施策を構成する事務事業に

ついて、所管課長から概要説明を行った。 

 

 （各委員からの主な質問等） 

 事務事業（以下省略）「教育広報印刷」 

  ・発行回数について 

 「小学生英会話教室助成」 

・実施回数、定員及び事業内訳について 

 「課外活動指導」 

  ・部活動における教員の役割について 



会 議 概 要 

 

 

 

 「学校支援ボランティア」 

  ・学生ボランティアを確保するための報酬制度の検討について 

 「ＰＴＡ研修会」 

  ・ＰＴＡ活動への教員の参加について 

 「ひまわり１１０番」 

  ・保険の対象範囲及びその周知について 

 「学校地域応援団事業」 

  ・ボランティアを継続していただくための報酬制度の検討について

 

５ 視察場所の選定  

６ その他 

７ 閉会 

事 務 局 経営管理課 ５６５４－８１７７ 

 

 



 

 

平成２２年度行政評価委員会 議事要旨 

 

会 議 名 平成２２年度行政評価委員会第一分科会第２回 

開 催 日 時 平成２２年８月２日（月）  午前１０時から正午まで 

開 催 場 所  飾区立高砂中学校 

出 席 者 【委員７人】 

大石分科会長、唐松委員、倉田委員、黒崎委員、小林（亜）委員、小林

（葉）委員、丸山委員 

【区側６人】 

経営管理課長、地域教育課長、地域教育課職員、事務局職員３人 

会 議 概 要 

 

高砂中学校にて、校長より学校地域応援団の活動状況の説明を受けた

後、課外活動指導の活動風景等の視察を行った。 

事 務 局 経営管理課 ５６５４－８１７７ 

 

 



平成２２年度行政評価委員会 議事要旨 

 

会 議 名 平成２２年度行政評価委員会第一分科会第３回 

開 催 日 時 平成２２年８月６日（金）  午前１０時から正午まで 

開 催 場 所  飾区役所新館５階 庁議室 

出 席 者 【委員６人】 

大石分科会長、唐松委員、倉田委員、黒崎委員、小林（葉）委員、丸山

委員 

【区側５人】 

政策経営部長、経営管理課長、地域教育課長、事務局職員２人 

次 第 １ 開会 

２ 施策の概要説明 

３ 分科会議論 

４ その他 

５ 閉会 

配 布 資 料 １ 施策評価表「家庭や地域との連携」 

２ 第一分科会 論点シート 

３ 事業費内訳表 

４－① 第 1 回分科会質問・回答集 

４－② 第 2 回分科会（現場視察）質問・回答集 

会 議 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 施策の概要説明 

  評価対象施策「家庭や地域との連携」について、所管課長から概要

説明を行った。 

３ 分科会議論 

 （各委員からの主な意見等） 

○学校の現状・課題について 

・学校教育を充実させるためには、地域との連携が必要である。 

・ＰＴＡ活動において、保護者と教員のかかわりが希薄化している。 

 

○家庭の現状・課題について 

・子どもの育て方を知らない母親が増加している。 

・近所付き合いが希薄化している。 

・学校や地域活動へ参加できない母親が孤立している。 

 



会 議 概 要 

 

 

 

○地域の現状・課題について 

・ボランティア等の地域活動へ参加意欲のある人は少ない。 

・ボランティアの有償・無償の違いによる問題がある。 

・自治町会と若い世代のかかわりが希薄化している。 

 

○学校・家庭・地域の連携について 

 

４ その他 

５ 閉会 

事 務 局 経営管理課 ５６５４－８１７７ 

 

 



平成２２年度行政評価委員会 議事要旨 

 

会 議 名 平成２２年度行政評価委員会第一分科会第４回 

開 催 日 時 平成２２年８月１２日（木）  午後１時から午後３時まで 

開 催 場 所  飾区役所新館５階 庁議室 

出 席 者 【委員７人】 

大石分科会長、唐松委員、倉田委員、黒崎委員、小林（亜）委員、小林

（葉）委員、丸山委員 

【区側６人】 

政策経営部長、経営管理課長、地域教育課長、地域教育課地域家庭連携

係長、事務局職員２人 

次 第 １ 開会 

２ 分科会議論 

３ その他 

４ 閉会 

配 布 資 料 １ 第一分科会 論点シート② 

２ 有償・無償ボランティアについて 

３ 事務事業一覧表 

会 議 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 分科会議論 

 （各委員からの主な意見等） 

○施策の問題点と課題について 

・地域とかかわる機会を持てないでいる団塊世代の人々に対して

は、地域のことを知るきっかけとなるような講座があると良い。 

・青少年委員は、学校と地域をつなぐ重要な役割を担うようになっ

てきている。そのため、今後は、青少年委員の活動内容をよりＰＲ

していく必要がある。 

・近所付き合いが希薄化しているため、地域の人々を地域活動に誘

うことが難しくなっている。町内会の回覧板などを有効活用し、地

域の人々に働きかけていく必要がある。 

○コスト面の課題について 

・有償ボランティアと無償ボランティアについて、有償・無償の理

由がわからないため、ボランティアの活用に混乱している現場もあ

る。 

・人材確保のためには適正な報酬を支払うことも必要である。 



会 議 概 要 

 

３ その他 

４ 閉会 

事 務 局 経営管理課 ５６５４－８１７７ 

 

 



平成２２年度行政評価委員会 議事要旨 

 

会 議 名 平成２２年度行政評価委員会第一分科会第５回 

開 催 日 時 平成２２年８月２０日（金）  午前１０時から正午まで 

開 催 場 所  飾区役所新館５階 庁議室 

出 席 者 【委員６人】 

大石分科会長、唐松委員、倉田委員、黒崎委員、小林（亜）委員、小林

（葉）委員 

【区側２人】 

事務局職員２人 

次 第 １ 開会 

２ 分科会議論 

３ その他 

４ 閉会 

配 布 資 料 １ 「家庭や地域との連携」提言骨子（案） 

会 議 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 分科会議論 

 （各委員からの主な意見等） 

○施策の成果向上のための事務事業改善の提言について 

【地域人材の発掘・育成について】 

・ライフスタイルに応じた地域活動への参加の仕組みづくりが必要

である。特に、団塊世代の人々を対象に、「ライフプラン」「自分探

し」など興味をひくような講座を開催し、地域を知るきっかけを作

ることが必要である。 

・事業内容を周知する際に、あらゆる世代の人々に合った周知方法

を検討する必要がある。全世帯へ配布される広報紙、地域の情報源

となる回覧板、若い世代が目にしやすい区のホームページなどを活

用すると良い。 

【学校・家庭・地域の連携体制の整備について】 

・ボランティアのあり方について、有償、無償の理由の整理が必要

ではないか。 

【地域人材と学校・家庭・地域をつなぐ体制の整備】 

・学校と地域をつなぐＰＴＡ活動については、近年の社会状況を

踏まえ、自主性をより発揮しやすい活動形態を導入する必要があ

る。 



会 議 概 要 

 

３ その他 

４ 閉会 

事 務 局 経営管理課 ５６５４－８１７７ 

 

 



 

 

平成２２年度行政評価委員会 議事要旨 

 

会 議 名 平成２２年度行政評価委員会第一分科会第６回 

開 催 日 時 平成２２年９月６日（月）  午前１０時から正午まで 

開 催 場 所  飾区役所新館５階 庁議室 

出 席 者 【委員６人】 

大石分科会長、唐松委員、倉田委員、黒崎委員、小林（亜）委員、丸山

委員 

【区側７人】 

政策経営部長、経営管理課長、庶務課長、地域教育課長、生涯学習課長。

事務局職員２人 

次 第 １ 開会 

２ 分科会議論 

３ その他 

４ 閉会 

配 布 資 料 １ 施策「家庭や地域との連携」答申書（案） 

２ 「家庭や地域との連携」提言骨子案② 

会 議 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 分科会議論 

 「家庭や地域との連携」答申書（案）について、内容確認を行った。

 （各委員からの主な意見等） 

・学校地域応援団事業は、学校教育を充実させるために有益な事業

であるので、「全校実施を図るなど、より充実した活動となるよう

な支援が必要」という内容を記載してはどうか。 

・少ない予算の中でも充実した支援を実施するためには、学校・家

庭・地域の連携に関連する部課が、役割分担を明確にした上で、連

携体制を強化する必要があるのではないか。 

 

３ その他 

４ 閉会 

事 務 局 経営管理課 ５６５４－８１７７ 

 

 


